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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原燃料から水素を含む燃料へ改質する改質装置と、前記燃料により発電する燃料電池と
、を備える燃料電池システムの運転方法であって、
　前記燃料電池システムを起動するときに、
　定常運転時に制御される所定範囲の濃度よりも一酸化炭素を多く含む前記燃料を前記燃
料電池へ供給して、アノードの触媒に一酸化炭素を吸着させる一酸化炭素供給ステップ
　を含み、
　前記燃料電池の発電開始時に、前記アノードの触媒に吸着した一酸化炭素によりアノー
ドの電位を上昇させ、前記吸着した一酸化炭素を酸化除去することを特徴とする燃料電池
システムの運転方法。
【請求項２】
　請求項１記載の運転方法において、
　前記燃料電池の通常の発電温度より低い第１の温度から前記燃料電池の発電を開始する
発電開始ステップ
　を含むことを特徴とする燃料電池システムの運転方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃料電池システムの運転方法に関し、具体的には、起動と停止のサイクルに
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よる燃料電池の劣化を防止するための燃料電池システムの運転方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＴやバイオなどの新技術が世界規模で展開される時代となったが、そうした状況にあ
っても、エネルギ産業は最大級の基幹産業であることに変わりはない。最近では、地球温
暖化防止をはじめとする環境意識の浸透に伴い、いわゆる新エネルギに対する期待が高ま
っている。新エネルギは、環境性に加え、電力需要家に近接して分散型で生産できるため
、送電損失面と電力供給のセキュリティ面でもメリットがある。また、新エネルギの開発
が新たな周辺産業を創出する副次的効果も期待できる。新エネルギに対する取り組みは、
約３０年前の石油危機を契機として本格化し、現在では、太陽光発電などの再生可能エネ
ルギ、廃棄物発電などのリサイクルエネルギ、燃料電池などの高効率エネルギ、およびク
リーンエネルギカーを代表とする新分野エネルギなどのエネルギが、それぞれ実用化に向
けた開発の段階にある。
【０００３】
　そうした中でも、燃料電池は業界でもっとも注目されるエネルギのひとつである。燃料
電池は、天然ガスやメタノールなどと水蒸気を反応させて作った水素と、大気中の酸素を
化学反応させて電気と熱を同時に生成するもので、発電による副産物が水だけであり、低
出力域でも高効率で、しかも発電が天候に影響されず安定的である。殊に固体高分子形燃
料電池は、住居用をはじめとする定置型、車載用あるいは携帯用などの用途において次世
代のひとつの標準電源と目されている。
【特許文献１】特開２００２－０９３４４８号公報
【特許文献２】特開２００５－０７１７７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のような停止方法では、燃料電池システムを停止するときに、酸素含有ガス
の供給を停止した状態でセルを発電させ、カソード側の酸素を消費する酸素消費処理を行
うことにより、燃料電池の耐久性の向上を図っていた。しかし、このような方法では燃料
電池を停止保管している間に、アノードから電解質層を水素が拡散したり、また電解質層
を拡散してきたプロトンが、冷却水などを介して短絡することで流れる電流（リーク電流
）によって還元され、カソードにおいて水素が発生するため、発生した水素と残留した酸
素とが反応し、式（１）に示すように過酸化水素が発生したり、式（２）に示すような燃
焼反応が発生したりしてしまう虞がある。過酸化水素は電解質を分解する作用があり、ま
た燃焼反応は触媒や電解質を劣化させ、燃料電池の劣化を引き起こす。
【０００５】
【化１】

　
【０００６】
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【化２】

　
　また、特許文献１および２のような停止保管方法では、燃料電池システムの停止中に、
カソード側に不活性ガスをパージするので、不活性ガスを燃料電池に供給する手段が必要
となり、システムが大型化してしまう問題がある。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであって、新たな手段（装置）を追加する
ことなく、燃料電池システムの運転方法を改良することにより、起動と停止のサイクルに
よる燃料電池の劣化を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、原燃料から水素を含む燃料へ改質する改質装置
と、前記燃料により発電する燃料電池と、を備える燃料電池システムの運転方法であって
、前記燃料電池システムを起動するときに、定常運転時に制御される所定範囲の濃度より
も一酸化炭素を多く含む前記燃料を前記燃料電池へ供給して、アノードの触媒に一酸化炭
素を吸着させる一酸化炭素供給ステップを含み、前記燃料電池の発電開始時に、前記アノ
ードの触媒に吸着した一酸化炭素によりアノードの電位を上昇させ、前記吸着した一酸化
炭素を酸化除去することを特徴とする。ここで、原燃料とは水素原子を含む炭化水素系の
燃料などを指し、具体的には、一般家庭に敷設されているＬＰＧや都市ガス、あるいは、
メタノールなどのアルコール類が挙げられる。
【０００９】
　本発明によれば、一酸化炭素濃度の高い燃料を燃料電池のアノードに供給するので、ア
ノードの触媒（特に白金）に一酸化炭素が吸着してアノードからのプロトンの生成が阻害
される。したがって、リーク電流によるカソードでの水素生成、延いては、カソードに酸
化剤を供給したときの水素と酸素との直接反応や過酸化水素生成を抑制することができる
。これにより、燃料電池の劣化を防止することができる。また、アノードの触媒に吸着し
た一酸化炭素によりアノードの電位を上昇させ、触媒に吸着した一酸化炭素を酸化除去す
ることで、吸着した一酸化炭素を除去する操作を必要とせず、しかも、過電圧の増加と一
酸化炭素の酸化反応により発熱するため、電池昇温速度上昇に寄与することができる。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の運転方法において、前記燃料電池の通常の発電
温度より低い第１の温度から前記燃料電池の発電を開始する発電開始ステップを含むこと
を特徴とする。燃料電池の通常の発電温度とは、例えば、燃料電池が固体高分子形燃料電
池であれば７０～８０℃であり、通常の発電温度より低い第１の温度は、少なくとも１０
℃は低い６０℃以下、望ましくは４５℃以下が適切であると考えられる。
【００１１】
　本発明によれば、燃料電池の温度が低いので、燃料が供給されたときの一酸化炭素の触
媒被覆率が高くなり触媒活性が低下するため、リーク電流によるカソードでの水素生成が
抑制される。また、燃料電池の温度が低いと、水素、酸素の電解質中での拡散速度が低い
ため、クロスオーバーが抑制される。また、燃料電池温度が低いため過酸化水素生成や燃
焼反応の反応速度も低くなる。これにより、請求項１に発明による効果をさらに高めるこ
とができる。
【００１２】
　また、他の態様として挙げられる発明は、固体高分子形燃料電池を備える燃料電池シス
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テムの運転方法であって、前記燃料電池システムを停止するときに、前記固体高分子形燃
料電池の通常の発電温度より低い第２の温度まで前記固体高分子形燃料電池を冷却する電
池冷却ステップと、前記電池冷却ステップの後段に設定され、前記固体高分子形燃料電池
の発電を停止する発電停止ステップと、を含むことを特徴とする。ここで、固体高分子形
燃料電池の通常の発電温度とは７０～８０℃であり、通常の発電温度より低い第２の温度
は、少なくとも１０℃は低い６０℃以下、望ましくは４５℃以下を指す。
【００１３】
　本発明によれば、燃料電池システムを停止するときに、固体高分子形燃料電池を冷却し
てから、固体高分子形燃料電池の発電を停止するので、発電を停止した後に電解質、特に
固体高分子膜中を水素、酸素が拡散してクロスオーバーすることを抑制できる。これによ
り、固体高分子形燃料電池の劣化を防止することができる。
【００１４】
　さらに他の態様として挙げられる発明は、原燃料から水素を含む燃料へ改質する改質装
置と、前記燃料により発電する燃料電池と、を備える燃料電池システムの運転方法であっ
て、前記燃料電池システムを停止するときに、前記燃料電池へ一酸化炭素を多く含む前記
燃料を供給する一酸化炭素供給ステップと、前記燃料電池の通常の発電温度より低い第２
の温度まで前記燃料電池を冷却する電池冷却ステップと、前記電池冷却ステップの後段に
設定され、前記燃料電池の発電を停止する発電停止ステップと、を含むことを特徴とする
。
【００１５】
　本発明によれば、燃料電池システムを停止するときに、一酸化炭素濃度の高い燃料を燃
料電池のアノードに供給するので、アノードの触媒に一酸化炭素が吸着し、燃料電池シス
テムを停止している間に、アノードに酸素が流入しても、酸素は触媒に吸着した一酸化炭
素を酸化するのに消費される。したがって、アノードの電位上昇が抑制され、触媒劣化、
特にルテニウムの酸化を防止することができる。また、アノード触媒の特に白金に一酸化
炭素が吸着して、アノードからのプロトンの生成が阻害され、リーク電流によるカソード
での水素生成、延いては、カソードに酸素が流入したときの水素と酸素との直接反応や過
酸化水素生成反応を抑制することができる。これにより、燃料電池の劣化を防止すること
ができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、燃料電池の劣化を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図を用いて本発明の燃料電池システムの運転方法を説明する。まず、図１は、燃
料電池システム１００の構成を模式的に示すシステム構成図である。
【００１８】
　燃料電池システム１００は、ＬＰＧや都市ガスなどの原燃料（炭化水素系燃料）を改質
し、水素（燃料）を約８０％含有する改質ガスを生成する改質装置１０と、改質装置１０
から供給される改質ガスと空気中の酸素（酸化剤）とにより発電を行う燃料電池３０と、
改質装置１０や燃料電池３０などから発生する熱を、お湯（４０℃以上の水）というかた
ちで熱回収して貯湯する貯湯装置５０と、を備えており、発電機能と給湯機能との両方を
有するコジェネレーションシステムである。
【００１９】
　家庭に敷設されているＬＰＧや都市ガスなどの原燃料は、通常、ガス漏れに対する安全
対策として硫化物によって付臭されているが、この硫化物は改質装置１０内の触媒を劣化
させてしまうので、改質装置１０では、はじめに脱硫器１２によって原燃料中の硫化物を
除去する。脱硫器１２によって脱硫された原燃料は、次に水蒸気と混合され、改質器１４
によって水蒸気改質され、変成器１６に導入される。そして、変成器１６によって、水素
約８０％、二酸化炭素約２０％、一酸化炭素１％以下の改質ガスが生成されるが、一酸化
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炭素の影響を受けやすい低温（１００℃以下）で運転される燃料電池３０へ改質ガスを供
給する本燃料電池システム１００では、さらに改質ガスと酸素とを混合して、ＣＯ除去器
１８によって一酸化炭素を選択的に酸化する。ＣＯ除去器１８により、改質ガス中の一酸
化炭素濃度を１０ｐｐｍ以下にすることができる。
【００２０】
　改質装置１０とは、少なくとも改質器１４と変成器１６とを含み、本燃料電池システム
１００のように、家庭に敷設されているガスを原燃料とする場合には脱硫器１２を、燃料
電池３０として固体高分子形燃料電池のような低温タイプの燃料電池３０を用いる場合に
はＣＯ除去器１８を、さらに含むものとする。
【００２１】
　水蒸気改質は吸熱反応であるため、改質器１４にはバーナ２０が設けられる。改質装置
１０の起動時には、このバーナ２０にも原燃料が供給され、改質器１４を昇温する。詳細
は後述するが、燃料電池システム１００が安定的に運転できるようになると、バーナ２０
への原燃料の供給はストップし、燃料電池３０から排出される未反応の燃料をバーナ２０
に供給することで、改質器１４へ熱を供給する。バーナ２０により改質器１４へ熱を供給
した後の排気は、まだ大きな熱量をもっているため、この排気は熱交換器ＨＥＸ０１、Ｈ
ＥＸ０２にて貯湯タンク５２内の水と熱交換される。そして、この水は燃料電池３０のカ
ソード３２からの排ガスと熱交換（ＨＥＸ０３）し、さらにアノード３４からの排ガスと
も熱交換（ＨＥＸ０４）して貯湯タンク５２に戻る。この熱交換器ＨＥＸ０１、ＨＥＸ０
２、ＨＥＸ０３、ＨＥＸ０４を通る水配管５４には、熱交換器ＨＥＸ０４を通った後の水
（お湯）の温度によって、カソード側加湿タンク３８の昇温または冷却に利用できるよう
に、分岐配管５６が設けられている。燃料電池システム１００の起動時など、カソード側
加湿タンク３８の温度が低いときには、水は熱交換器ＨＥＸ０４を通った後、分岐配管５
６を通って熱交換器ＨＥＸ０５にてカソード側加湿タンク３８に熱を供給してから貯湯タ
ンク５２に戻る。
【００２２】
　このカソード側加湿タンク３８は、冷却水タンクとしても機能しており、カソード側加
湿タンク３８内の水は、燃料電池３０を冷却してカソード側加湿タンク３８に戻る。上記
のように、燃料電池システム１００の起動時など、燃料電池３０の温度が低いときには、
熱交換器ＨＥＸ０５によって温められた冷却水を燃料電池３０へ供給することにより、燃
料電池３０を温めることもできる。また、冷却水が通る冷却水通路４０は、アノード側加
湿タンク４２に設けられる熱交換器ＨＥＸ０６に接続され、冷却水はカソード側加湿タン
ク３８とアノード側加湿タンク４２の温度をほぼ同一にする役割も果たしている。
【００２３】
　改質装置１０からの改質ガスは、このアノード側加湿タンク４２にて、加湿（本燃料電
池システム１００の場合はバブリング）されてアノード３４へ供給される。アノード３４
にて発電に寄与しなかった未反応の燃料は、燃料電池３０から排出されてバーナ２０へ供
給される。この燃料電池３０は通常７０～８０℃の範囲で発電するように運転しており、
燃料電池３０から排出された排ガスは８０℃程度の熱を持っているため、上記のように熱
交換器ＨＥＸ０４にて熱交換した後、さらに熱交換器ＨＥＸ０７にて、カソード側加湿タ
ンク３８およびアノード側加湿タンク４２へ供給される水を昇温した後に、バーナ２０へ
供給される。
【００２４】
　カソード側加湿タンク３８およびアノード側加湿タンク４２へ供給される水は、導電率
が低く、有機物の混入が少ない清浄な水が望ましいので、上水からの水を水処理装置９０
にて、逆浸透膜とイオン交換樹脂による水処理を施してから供給される。また、この水処
理を施した水は、改質器１４の水蒸気改質にも用いられる。上水は貯湯タンク５２にも供
給されるが、このとき上水は貯湯タンク５２の下部から供給される。また、水配管５４も
貯湯タンク５２の下部から温度の低い水を引出し、各熱交換器と熱交換した水を上部へ戻
す。
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【００２５】
　ＨＥＸ１０は全熱交換器である。カソード３２にて発電に寄与しなかった未反応の酸素
を含む排ガスは８０℃程度の熱と反応によって生成された生成水を含んでいるため、全熱
交換器ＨＥＸ１０にてカソード３２へ供給される空気へ熱と水分を供給する。カソード３
２へ供給される空気は、さらにカソード側加湿タンク３８にて加湿（本燃料電池システム
１００の場合はバブリング）されてからカソード３２へ供給され、一方、全熱交換器ＨＥ
Ｘ１０にて熱と水分とを供給した排ガスは、さらに熱交換器ＨＥＸ０３にて水と熱交換し
てから、燃料電池システム１００の外部へ排出される。
【００２６】
　このような燃料電池システム１００を起動するとき、従来は、改質装置１０を昇温する
と共に燃料電池３０を昇温し、ＣＯ除去器１８から出る改質ガスの一酸化炭素濃度が１０
ｐｐｍ以下、燃料電池３０の温度が７０℃以上の条件が揃った後に、燃料電池３０への改
質ガス供給を開始し、次いで空気の供給を開始していた。また、停止するときは、燃料電
池システム１００が停止信号を受けるとすぐに燃料電池３０による発電を停止し、次いで
、空気、改質ガスの順に供給を停止していた。
【００２７】
　従来の起動方法では、燃料電池３０が７０℃に昇温され、電解質中のガス拡散速度は高
く、触媒に一酸化炭素が吸着した場合の被覆率は低く、触媒の活性は高い状態で、まず改
質ガスがアノード３４へ供給されると、水素がアノードからカソードに拡散するとともに
、アノードで水素がプロトンとなってカソード３２へ移動する。そこへ冷却水などを通し
てリーク電流が流れると、カソード３２にて水素が生成する。次いで空気がカソード３２
へ供給されると、カソード３２において直接燃焼や過酸化水素の生成が起こるため、カソ
ード３２や固体高分子膜３３が劣化してしまう問題があった。また、従来の停止方法では
、起動するときと同様に、カソード３２において直接燃焼や過酸化水素の生成が起きたり
、停止している間に、アノード３４に外部あるいはカソード３２から空気、特に酸素が侵
入し、アノード３４においても直接燃焼や過酸化水素の生成が起きたりする問題があった
。そこで、燃料電池システム１００を起動するとき、あるいは、停止している間に、燃料
電池３０が劣化しないようにする運転方法について、以下に実施例として説明する。
【実施例１】
【００２８】
　図２は、本燃料電池システム１００の運転方法（起動方法）を示すフローチャートであ
る。図２に示すように、燃料電池システム１００に運転開始信号が入力される（Ｓ１１）
と、改質装置１０および燃料電池３０の昇温が始まる（Ｓ１２Ｒ、Ｓ１２Ｆ）。改質装置
１０の昇温が完了する（Ｓ１３Ｒ）と、改質装置１０は改質を開始する（Ｓ１４Ｒ）が、
従来であれば、改質装置１０から出てくる改質ガス中に含まれる一酸化炭素濃度が、１０
ｐｐｍ以下で安定するまで燃料電池３０には供給しなかった。しかし、本発明では、改質
装置１０の昇温が完了（Ｓ１３Ｒ）後、改質を開始し（Ｓ１４Ｒ）、改質ガス中の一酸化
炭素濃度が高い状態（例えば１００ｐｐｍ）で燃料電池３０への改質ガスの供給を開始す
る（Ｓ１５）。
【００２９】
　一方、従来であれば、燃料電池３０への改質ガスの供給が開始するときには、燃料電池
の温度は７０℃以上になるように昇温していたが、本発明では、燃料電池３０への改質ガ
スの供給が開始する（Ｓ１５）ときに、燃料電池３０の温度が４０±１０℃程度に昇温（
Ｓ１３Ｆ）されていれば良く、これに合わせて、燃料電池３０の昇温を開始する（Ｓ１２
Ｆ）タイミングも改質装置１０の昇温を開始する（Ｓ１２Ｒ）のと同時にする必要はない
。
【００３０】
　燃料電池３０への改質ガスの供給を開始した（Ｓ１５）後、燃料電池３０への空気の供
給を開始し（Ｓ１６）、開回路電圧を確認して（Ｓ１７）から燃料電池３０による発電を
開始する（Ｓ１８）。即ち、燃料電池３０は３０～５０℃程度から発電を開始することに
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なる。
【００３１】
　以上のようなフローによって燃料電池システム１００を起動することで、次のような作
用が期待される。（１）改質ガスの供給開始を通常発電している温度より低い温度で行う
ので、水素、酸素の電解質（固体高分子膜３３あるいはカソード３２およびアノード３４
に含まれる電解質）への拡散速度が低いため、クロスオーバーが抑制される。（２）燃料
電池３０の発電を開始する前に、一酸化炭素濃度が通常の組成より高い改質ガスをアノー
ド３４に供給しているので、アノード３４の触媒（特に白金）に一酸化炭素が吸着してア
ノード３４でのプロトンの生成が阻害される。したがって、リーク電流によるカソード３
２での水素生成、延いては、カソード３２に空気を供給したときの水素と酸素との直接反
応や過酸化水素生成反応を抑制することができる。（３）燃料電池３０の発電を開始する
と、アノード３４の電位が上昇して一酸化炭素は酸化されるため、吸着した一酸化炭素を
除去する操作は必要なく、しかも、過電圧の増加と一酸化炭素の酸化反応により発熱する
ので、電池昇温速度上昇に寄与する。（４）一酸化炭素の影響で電圧が不安定になる場合
があるが、その場合は燃料電池３０の発電を開始するときに、少量の空気を改質ガスに添
加して、アノード３４の触媒表面に吸着した一酸化炭素を酸化させれば、安定性を向上さ
せることができる。（５）改質ガス中に含まれる一酸化炭素濃度を高めるには、ＣＯ除去
器１８への空気供給量を減少させる、ＣＯ除去器１８の温度を下げる、変成器１６の温度
を上げる、改質器１４の温度を下げる、または、改質器１４へ供給する原燃料量と水蒸気
量の比（Ｓ／Ｃ）を下げる、うちの少なくとも一つを選択することにより可能であり、あ
るいは、改質装置１０の昇温が完了した後、安定状態になる前は一酸化炭素濃度が高いの
で、これを利用してもよい。また、このような一酸化炭素濃度を高める手段は、改質装置
１０の熱バランスがくずれるのを防止するために、周期的に変動させてもよい。（６）燃
料電池システム１００を起動するときに、改質装置１０が完全に（安定して）立ち上がっ
ておらず、一酸化炭素濃度が高い状態から燃料電池３０の発電を開始することができるた
め、本発明の起動方法によれば、燃料電池発電システム１００の起動にかかる時間を短縮
できる。なお、起動初期の燃料電池温度が４０℃未満の場合、燃料電池出力は低下するが
起動には支障がないため、必ずしも燃料電池を昇温する必要はない。
【実施例２】
【００３２】
　図３は、本燃料電池システム１００の運転方法（停止方法）を示すフローチャートであ
る。図３に示すように、燃料電池システム１００に運転停止信号が入力される（Ｓ２１）
と、燃料電池３０の温度を４０℃程度まで冷却する（Ｓ２２）。燃料電池３０を冷却する
ことで、電解質中のガス拡散速度は低く、触媒に一酸化炭素が吸着した場合の被覆率は高
く、触媒の活性は低い状態となる。同じ量の改質ガスおよび空気を供給しても、燃料電池
３０の発電量は低下するが、燃料電池３０が充分冷却されてから発電を停止する（Ｓ２３
）。そして、燃料電池３０の発電を停止した後に、空気（Ｓ２４）、改質ガスの順に燃料
電池３０への供給を停止する（Ｓ２５）。このとき、燃料電池システム１００に運転停止
信号が入力された後は、一酸化炭素濃度の高い（例えば１００ｐｐｍ以上）改質ガスを燃
料電池３０へ供給するようにする。なお、カソードの残留酸素量を低減するため、空気供
給を停止してから発電を停止し、その後燃料供給を停止してもよい。
【００３３】
　以上のようなフローによって燃料電池システム１００を停止することで、次のような作
用が期待される。（１）改質ガスの供給停止を通常発電している温度より低い温度で行う
ので、水素、酸素の電解質中での拡散速度が低いため、クロスオーバーが抑制される。（
２）燃料電池３０の発電を停止する前に、改質ガス中の一酸化炭素濃度を高め、触媒に一
酸化炭素を吸着させるので、燃料電池システム１００を停止している間に、アノード３４
に空気が流入しても、空気中の酸素は触媒に吸着した一酸化炭素を酸化するのに消費され
るので、アノード３４の電位上昇が抑制され、触媒劣化、特にルテニウムの酸化を防止す
ることができる。（３）燃料電池３０の発電を停止する前に、通常の組成より一酸化炭素
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濃度の高い改質ガスをアノード３４に供給しているので、アノード３４の触媒（特に白金
）に一酸化炭素が吸着してアノード３４からのプロトンの生成が阻害される。したがって
、リーク電流によるカソード３２での水素生成、延いては、カソード３２に空気（酸素）
が流入したときの水素と酸素との直接反応や過酸化水素生成反応を抑制できる。（４）燃
料電池３０の発電を開始すると、アノード３４の電位が上昇して一酸化炭素は酸化される
ため、吸着した一酸化炭素を除去する操作は必要なく、また、過電圧の増加と一酸化炭素
の酸化反応により発熱するので、電池昇温に寄与する。（５）改質ガス中に含まれる一酸
化炭素濃度を高めるには、ＣＯ除去器１８への空気供給量を減少させる、ＣＯ除去器１８
の温度を下げる、変成器１６の温度を上げる、改質器１４の温度を下げる、または、改質
器１４へ供給する原燃料量と水蒸気量の比（Ｓ／Ｃ）を下げる、うちの少なくとも一つを
選択することにより可能であり、あるいは、改質装置１０の昇温が完了した後、安定状態
になる前は一酸化炭素濃度が高いので、これを利用してもよい。また、このような一酸化
炭素濃度を高める手段は、改質装置１０のバランスがくずれるのを防止するために、周期
的に変動させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明は、改質ガスをアノードに供給するタイプの燃料電池において利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】燃料電池システムの構成を模式的に示すシステム構成図である。
【図２】本発明の実施例１に係る燃料電池システムの運転方法を示すフローチャートであ
る。
【図３】本発明の実施例２に係る燃料電池システムの運転方法を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　　改質装置
　１２　　脱硫器
　１４　　改質器
　１６　　変成器
　１８　　ＣＯ除去器
　２０　　バーナ
　３０　　燃料電池
　３２　　カソード
　３３　　固体高分子膜
　３４　　アノード
　３６　　冷却水
　３８　　カソード側加湿タンク
　４０　　冷却水通路
　４２　　アノード側加湿タンク
　５０　　貯湯装置
　５２　　貯湯タンク
　５４　　水配管
　５６　　分岐配管
　５８　　給湯配管
　９０　　水処理装置
　１００　燃料電池システム
　ＨＥＸ０１、ＨＥＸ０２、ＨＥＸ０３、ＨＥＸ０４、ＨＥＸ０５、ＨＥＸ０６、ＨＥＸ
０７　熱交換器
　ＨＥＸ１０　全熱交換器
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